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研究の背景・目的 
漁船の衝突は人命に関わる重大事故につながります。漁港から漁場への行き来に船が自

律的に衝突回避できるシステムがあれば、重大事故を大幅に減らすことが期待されます。 

 

研究成果 
海上衝突予防法をベースとした長澤による避航モデル 1) を漁船に適用し、他船の AIS 情報

などを受信・解析して自動避航する操船システムを構築しました。図１のようにコンピュータ上

のシミュレーションで対向する複数の船が実海域を航行する様子を再現し、有効性を検証しま

した。続いて、水槽模型実験により自動避航操船システムを組み込んだ４隻の船を航行させ、

衝突を回避して自動的に航行できることも確認しました（図２）。 

 

 
 
 

波及効果 
現状では船員法施行規則の規定

上、無人で漁船の運行を行うことは困

難ですが、有人での運航を補助する

衝突防止補助装置や衝突警報装置

として活用が期待されます。 

 

 

図２ 模型船を用いた避航実験結果 
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図１ シミュレーションによる衝突回避の様子 


